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症
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
の

査
定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　
血
液
が
流
れ
る
際
に
血
管

壁
の
内
側
に
か
か
る
抵
抗

（
圧
力
）
の
こ
と
を
血
圧
と

い
い
、
血
管
が
細
く
な
っ
た

り
、
流
れ
る
血
液
の
量
が
多

過
ぎ
た
り
し
て
、
血
管
の
壁

に
過
剰
な
圧
力
が
か
か
る
状

態
を
高
血
圧
と
い
う
。
収
縮

期
お
よ
び
拡
張
期
血
圧
の
上

昇
と
と
も
に
死
亡
指
数
も
上

昇
し
、
年
間
10
万
人
が
高
血

圧
症
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
４
月
に
、
血
圧

の
受
診
勧
奨
判
定
値
が
１
４

０
ｍｍ
Ｈ
ｇ
／
90
ｍｍ
Ｈ
ｇ
か
ら

１
６
０
ｍｍ
Ｈ
ｇ
／
１
０
０
ｍｍ

Ｈ
ｇ
に
変
更
と
な
っ
た
。
こ

の
基
準
は
死
亡
指
数
に
鑑
み

妥
当
で
あ
る
。
た
だ
し
、
１

４
０
ｍｍ
Ｈ
ｇ
／
90
ｍｍ
Ｈ
ｇ
以

上
で
あ
っ
て
も
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
更
（
減
塩
、
減

量
、
運
動
、
禁
煙
等
）
が
推

奨
さ
れ
る
。
高
血
圧
の
合
併

症
と
し
て
脳
卒
中
、
心
疾

患
、
腎
疾
患
等
が
あ
り
、
脂

質
異
常
症
や
糖
尿
の
告
知
や

Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
確
認
し
複
合
的
な

リ
ス
ク
に
注
意
し
て
査
定
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
原

因
と
し
て
糖
尿
病
・
高
血
圧

・
高
脂
血
症
・
高
尿
酸
血
症

等
が
あ
り
、
動
脈
硬
化
は
脳

梗
塞
・
一
過
性
脳
虚
血
発
作

・
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
・
慢

性
腎
疾
患
・

閉
塞
性
動
脈

硬
化
症
等
を

引
き
起
こ

す
。
動
脈
硬

化
は
眼
底
検

査
に
よ
っ
て

診
断
が
可
能

で
あ
る
。
プ
ラ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
症
状
が
進
行
す
る
が
、

初
期
の
未
熟
な
プ
ラ
ー
ク
ほ

ど
破
裂
し
や
す
く
、
破
裂
し

た
結
果
、
末
梢
血
管
を
詰
ま

ら
せ
る
た
め
脳
血
管
障
害
等

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り

得
る
。
一
方
、
古
い
プ
ラ
ー

ク
は
破
裂
の
可
能
性
は
低

く
、
未
熟
な
プ
ラ
ー
ク
に
比

し
て
安
全
だ
。
し
た
が
っ

て
、
若
年
で
プ
ラ
ー
ク
の
所

見
が
あ
る
場
合
、
危
険
性
が

高
く
、
高
齢
の
場
合
は
危
険

性
は
低
い
と
言
え
る
。
若
年

の
プ
ラ
ー
ク
所
見
は
よ
り
注

意
が
必
要
と
な
る
。

　
年
々
患
者
が
増
加
し
て
い

る
糖
尿
病
は
、
イ
ン
ス
リ
ン

作
用
不
足
に
よ
り
起
こ
る
全

身
の
代
謝
異
常
を
き
た
す
疾

患
群
で
、
慢
性
の
高
血
糖
を

主
徴
と
す
る
。
長
期
間
に
わ

た
り
高
血
糖
が
持
続
す
る
と

合
併
症
が
起
こ
る
。
１
型
と

２
型
が
あ
り
、
１
型
は
絶
対

的
イ
ン
ス
リ
ン
欠
乏
に
至
り

発
症
し
、
２
型
は
イ
ン
ス
リ

ン
分
泌
低
下
と
肥
満
な
ど
に

よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
に

よ
り
発
症
す
る
。
ま
た
、
加

齢
と
と
も
に
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
は
上
が
る
。
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
は
糖
尿
病
以
外
に

も
動
脈
硬
化
症
や
脂
質
異
常

症
、
高
血
圧
等
さ
ま
ざ
ま
な

疾
患
を
引
き
起
こ
す
。
本
疾

患
の
初
期
症
状
と
し
て
口
渇

や
多
飲
、
多
尿
が
あ
り
、
疾

患
名
の
告
知
が
無
く
と
も
、

そ
の
よ
う
な
告
知
が
あ
る
場

合
は
注
意
が
必
要
だ
。
２
型

糖
尿
病
の
危
険
因
子
は
肥

満
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
、
肝
血
管
疾
患
の
既
往
が

あ
る
。
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
を
適
切

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
神
経

障
害
や
網
膜
症
、
腎
症
等
の

合
併
症
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

治
療
を
行
う
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
不
良
の
場
合
、
前
述
の
合

併
症
以
外
に
も
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
等
の
大
血
管
合
併
症

を
引
き
起
こ
す
。
糖
尿
病
の

死
亡
率
は
年
々
減
少
し
、
患

者
の
平
均
寿
命
も
延
び
て
お

り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
引
受

基
準
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

査
定
時
は
年
齢
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
・
罹
患
期
間
・
合
併
症
等

を
加
味
し
て
評
価
を
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
な
お
、
牧
野
氏
は
個
別
疾

患
以
外
に
も
査
定
者
が
留
意

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
以
下

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

　
自
身
の
経
験
に
よ
る
判
断

の
根
拠
と
し
て
、
軸
と
な
る

疾
患
を
覚
え
て
お
く
と
良
い

と
し
た
（
例
え
ば
、
気
管
支

喘
息
を
軸
と
し
て
告
知
さ
れ

て
い
る
疾
患
と
リ
ス
ク
を
比

較
す
る
方
法
）
。

　
ま
た
、
糖
尿
病
の
よ
う
に

同
じ
診
断
名
で
も
重
症
度
が

異
な
る
疾
患
は
、
重
症
度
を

判
断
で
き
る
指
標
に
基
づ
き

評
価
を
行
う
必
要
が
あ
る

（
例
え
ば
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
肺

機
能
検
査
で
重
症
度
が
分
類

さ
れ
る
）
。

　
査
定
基
準
は
、
臨
床
の
研

究
内
容
等
の
最
新
情
報
に
基

づ
き
５
年
を
目
安
に
改
定
を

実
施
す
る
と
良
い
と
し
た
。

先
天
性
Ｑ
Ｔ
延
長
症
候
群
で

遺
伝
性
の
も
の
は
、
一
律
謝

絶
と
し
て
い
る
。
心
電
図
検

査
所
見
だ
け
で
な
く
、
併
発

症
や
合
併
症
が
あ
る
か
ら

だ
。
植
込
み
型
除
細
動
器
の

術
後
で
あ
れ
ば
、
再
考
の
余

地
が
あ
る
。
原
因
に
よ
っ
て

は
取
扱
で
き
る
内
容
へ
改
定

を
行
っ
た
。

　
米
国
生
保
の
査
定
標
準
表

の
風
邪
な
ど
の
感
染
症
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
―
Ｓ
ｔ

ｄ
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
こ
れ
は
当
該
感
染

症
が
後
遺
症
や
合
併
症
な
く

完
治
（recov

ery

：
Ｒ
）

し
た
ら
標
準
体
（stan

da

rd

：
Ｓ
ｔ
ｄ
）
で
引
受
可
と

い
う
基
準
で
あ
る
。
査
定
時

は
単
純
に
完
治
の
告
知
だ
け

で
な
く
、
完
治
か
ら
の
期
間

が
十
分
か
ど
う
か
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
心
室
性
期
外
収
縮
は
さ
ま

ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
波
形
が

あ
り
、
病
名
に
よ
る
一
律
の

評
価
で
は
な
く
、
波
形
に
よ

っ
て
詳
細
な
査
定
評
価
を
作

成
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

　
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

は
、
確
定
診
断
と
異
な
り
、

一
般
母
集
団
の
中
か
ら
効
率

よ
く
病
気
を
拾
い
上
げ
る
た

め
の
検
査
で
あ
る
た
め
、
擬

陽
性
（
検
査
所
見
は
陽
性
、

実
際
の
病
気
は
無
し
。
検
査

の
感
度
が
高
す
ぎ
る
場
合
に

増
加
す
る
）
が
検
出
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が

必
要
と
な
る
。

　
講
習
の
最
後
に
、
査
定
者

は
査
定
標
準
の
み
を
用
い
て

査
定
を
行
う
の
で
は
な
く
、

臨
床
試
験
や
人
口
動
態
統
計

等
統
計
デ
ー
タ
の
リ
ス
ク
比

を
査
定
標
準
と
比
較
検
討
す

る
こ
と
、
被
保
険
者
の
特
性

（
既
往
や
遺
伝
等
の
医
的
情

報
や
環
境
要
因
）
を
把
握
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
自
身
の
査

定
経
験
や
約
款
の
支
払
事
由

を
把
握
し
た
上
で
総
合
的
な

観
点
で
査
定
決
定
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
総
括
し

た
。

　（
文
責
：
エ
ヌ
エ
ヌ
生
命

契
約
部
・
妹
尾
あ
や
）

　
牧
野
氏
は
ま
ず
、
引
受
査

定
の
目
的
で
あ
る
健
康
な
被

保
険
者
集
団
の
形
成
と
、
そ

の
目
的
達
成
の
た
め
に
各
保

険
会
社
に
お
い
て
超
過
死
亡

指
数
を
用
い
医
務
査
定
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
査
定
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
な
お
そ
の
際
、
査

定
に
必
要
な
資
料
は
、
保
険

募
集
人
を
通
じ
て
保
険
会
社

に
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
早
期
成
立
等
の
募
集

人
の
利
益
の
た
め
に
過
少
告

知
等
が
発
生
し
、
生
命
保
険

会
社
が
体
況
情
報
を
正
し
く

把
握
で
き
な
い
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
も
言
及
し
た
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
発
生
し
な
い
た

め
に
も
、
募
集
人
と
生
命
保

険
会
社
の
相
互
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
募
集
人
に

対
し
て
は
教
育
を
絶
え
ず
継

続
す
る
こ
と
も
生
命
保
険
会

社
と
し
て
大
切
な
役
割
だ
と

し
た
。

　
死
亡
指
数
（m
ortali

ty ratio:

Ｍ
Ｒ
）
と
は
、

あ
る
集
団
の
死
亡
率
を
、
標

準
と
す
る
集
団
の
死
亡
率

（
生
保
標
準
生
命
表
２
０
０

７
）
と
比
較
す
る
と
き
に
用

い
る
も
の
。
死
亡
率
は
年
代

別
に
異
な
っ
て
お
り
、
例
え

ば
30
代
は
１
／
１
０
０
０
人

年
で
あ
る
の
に
対
し
、
60
代

で
は
10
／
１
０
０
０
人
年
と

な
る
。
超
過
死
亡
指
数
（ex

tra m
ortality ratio:

Ｅ
Ｍ
Ｒ
）
と
は
、
死
亡
指
数

か
ら
１
０
０
を
減
じ
た
数
値

を
い
う
。
病
気
を
持
つ
被
保

険
者
集
団
の
死
亡
危
険
度
を

評
価
す
る
ス
ケ
ー
ル
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
般
に

生
命
保
険
会
社
の
査
定
標
準

は
超
過
死
亡
指
数
で
記
述
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
た

と
え
ば
、
糖
尿
病
の
人
の
死

亡
指
数
が
２
５
０
と
す
る

と
、
こ
の
数
値
か
ら
１
０
０

を
減
じ
た
１
５
０
が
超
過
死

亡
指
数
と
な
る
。
超
過
死
亡

率
（e
x
c
e
s
s d
e
a
th 

rate:

Ｅ
Ｄ
Ｒ
）
と
は
、
超

過
危
険
の
大
き
さ
を
表
す
方

法
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
の

集
団
の
死
亡
率
と
基
準
と
な

る
集
団
の
死
亡
率
の
差
と
な

る
。

　
な
お
、
査
定
標
準
は
年
代

別
に
超
過
死
亡
指
数
を
分
け

て
お
か
な
い
と
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
厳
し
す
ぎ
る
評
点

と
な
る
。
例
え
ば
、
30
代
と

60
代
に
お
い
て
予
定
死
亡
数

よ
り
実
際
死
亡
数
が
５
人
多

か
っ
た
場
合
、
超
過
死
亡
率

は
、
い
ず
れ
も
５
と
な
る

（
30
代
で
は
Ｅ
Ｄ
Ｒ
は
、
６

／
１
０
０
０
人
―
１
／
１
０

０
０
人
×
１
０
０
０
＝
５
、

60
代
で
も
15
／
１
０
０
０
人

―
10
／
１
０
０
０
人
×
１
０

０
０
＝
５
と
な
る
）
が
、
死

亡
指
数
は
30
代
で
は
６
０
０

（
６
／
１
×
１
０
０
）
で
60

代
で
は
１
５
０
（
15
／
10
×

１
０
０
）
と
な
る
た
め
、
年

代
別
に
調
整
が
必
要
と
な

る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
下
記
の
式
で
表

す
。

　
Ｍ
Ｒ
＝
実
際
死
亡
率
／
予

定
死
亡
率
×
１
０
０
＝
実
際

死
亡
数
／
予
定
死
亡
数
×
１

０
０

　
Ｅ
Ｍ
Ｒ
＝
Ｍ
Ｒ
―
１
０
０

　
Ｅ
Ｄ
Ｒ
＝
（
実
際
死
亡
率

―
予
定
死
亡
率
）
×
１
０
０

０　
次
に
、
牧
野
氏
は
高
血
圧

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
１
月
22
日
、
第
83
回
教
育
講
習
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
講
師
に
㈱
査
定
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
取
締
役
医
長
の
牧
野
安

博
氏
を
迎
え
、
「
超
過
死
亡
指
数
と
引
受
査
定
の
ヒ
ン
ト
～
査
定
医
の
昔
語
り
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経
験
も
交
え
な
が
ら
解
説
し
た
。
当
日
の
ラ
イ
ブ
配
信
の
ほ

か
、
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
配
信
が
行
わ
れ
た
。

日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
　

第
83
回
教
育
講
習
会

「
超
過
死
亡
指
数
と
引
受
査
定
」解
説

本記事を執筆した妹尾氏

外
部
デ
ー
タ
の
引
受
査
定
の
活
用
例
紹
介


